
中部日本新聞尾張版「発展する知多の夢 その名も“愛知用水”」： 

1948（昭和 23）年 7月 18 日 

 

1948（昭和 23）年 5月 5日に山崎

延吉邸にておこなわれた「つつじを

見る会」で久野庄太郎は用水建設の

決意表明をし、山崎延吉や知多農村

同志会の賛同を得た。直ちに木曽川

からの導水の技術的可能性を確認

し、可能なことがわかると、6月 25

日には知多半島有志らによる愛知用

水実現のための運動が始まった（知

多郡八幡町朝倉の会）。 

7 月 7日初めて中部日本新聞尾張

版に「木曽の水を知多に引水」の小

さな記事が掲載されたあと、7月 18

日に中部日本新聞尾張版に「発展す

る知多の夢 その名も“愛知用

水”」と初めて「愛知用水」として

記事が掲載された。 

同じように用水の必要を感じ阿久

比で菅原用水を着工していた知多農

村同志会の山本孝平は、記事を見

て、久野庄太郎を一番に訪ね、語り

明かしたという。 

 


